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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年１月１０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗揚 

発生日時 平成２３年１２月１８日（日） ０６時００分ごろ 

発生場所 鹿児島県薩摩
さ つ ま

川内
せんだい

市下甑
しもこしき

島円
つぶら

埼付近 

円埼灯台から真方位２３５°１２５ｍ付近 

 （概位 北緯３１°４７.４′ 東経１２９°４６.９′） 

事故調査の経過 平成２３年１２月１９日、本事故の調査を担当する主管調査官（門

司事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

瀬渡船 誠
せい

豊
ほう

丸、１１トン    

 ＫＧ２－１９５（漁船登録番号）、個人所有 

 １３.９９ｍ（Lr）×３.６７ｍ×１.４３ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、４２６.５９kＷ、平成９年７月２８日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５０歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免 許登録日 平成１２年８月９日 

  免許証交付日 平成２２年９月３０日 

         （平成２７年９月２９日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 舵、プロペラ翼及びプロペラシャフトに曲損、船底部に破口を伴う凹

損 

 事故の経過 本船は、船長ほか２人が乗り組み、釣り客２４人を乗せ、鹿児島県

いちき串木野
く し き の

市串木野港を出港し、途中の岩場で乗組員１人と釣り客

６人を降ろした後、平成２３年１２月１８日０５時４０分ごろ下甑島

北端の円埼付近に到着した。 

船長は、本船操舵室上方のフライングブリッジにある操縦席に腰を

掛けて操縦に当たり、円埼付近の岩場に釣り客５人を降ろす予定で接

近し、釣り客が準備を終えたという合図が乗組員から送られてくるの

を待ったが、釣り客の荷物１個が見付からなかったので、岩場から離

れて漂泊した。 

船長は、釣り客を降ろす予定の岩場から離れた後も、荷物が見付か

らず、いっこうに合図が送られて来ないので、フライングブリッジか

ら甲板を見下ろして自らも荷物探しを行っていたところ、乗組員から
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荷物があったとの報告を受け、再度、岩場に接近しようとして操縦席

に座った直後、本船は、０６時００分ごろ円埼付近の浅瀬（以下「本

件浅瀬」という。）に乗り揚げた。 

船長は、本船が傾いてきて転覆の危険を感じ、機関を使って離礁し

て沖出ししたものの、舵の損傷により航行できないので、機関を微速

力前進にかけて円埼付近の海岸の波のないところに任意座礁させ、釣

り客等を上陸させるとともに、ロープ等を用いて船固めを行った。 

本船は、０８時４０分ごろ仲間の瀬渡船により引き降ろされ、下甑

島鹿島
か し ま

港にえい
．．

航された。 

 気象・海象 

 

 

気象：天気 晴、風向 北西、風速 約７m/s、視界 良好 

海象：うねりの方向 北西、波高 約１.５ｍ、潮汐 下げ潮の末

期、潮高 約１００cm（鹿児島県薩摩川内市上甑
かみこしき

島浦内湾） 

日出時刻：０７時１４分 

 その他の事項 

 

本船の喫水は、船首約０.６ｍ、船尾約１.０ｍであった。 

乗組員及び釣り客は、全員が救命胴衣を着用していた。 

船長は、漁業に従事して円埼付近で操業した経験が数多くあり、円

埼付近の浅瀬の位置を熟知していた。 

船長によれば、海象は、前日のうねりが残っていたものの、この時

期としては比較的平穏であった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

本船は、円埼付近の岩場に釣り客を降ろす際、釣り客の荷物が見付

からなくて漂泊中、船長が荷物探しを行っていたことから、風や波に

圧流されて本件浅瀬に乗り揚げたものと考えられる。 

原因 本事故は、本船が、円埼付近の岩場に釣り客を降ろす際、釣り客の

荷物が見付からなくて漂泊中、船長が荷物探しを行っていたため、風

や波に圧流されて本件浅瀬に乗り揚げたことにより発生したものと考

えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・瀬渡し作業の役割分担を明確にし、操船者は操船に専念するこ

と。 

・瀬渡しのために岩場に接近した際は、継続的に船位確認を行うこ

と。 

 




